
石神中学校だより３号 発行日：令和元年６月３日

2019重点目標＜目標を持ち､共に高め合い、夢の実現のためにやり抜く生徒＞ 文責：校長 佐藤恭司

新体力テストを終えて ５月２４日に校内新体力テストを実施しまし

た。実施した種目は①握力②上体起こし③長座体前屈④反復横跳び⑤立ち幅跳び⑥５０ｍ走⑦ハ

ンドボール投げ⑧持久走です。震災以降、福島県の子どもたちの体力低下が話題になっています。

平均数値で比較すると種目によっては低下が見られる所もありますが、生徒によっては平均以上

の数値が表れているものも多くあります。この数値から一喜一憂せず、生徒の生活の様子から運

動時間や食事スタイル、睡眠時間など生活習慣を見つめ直す機会と捉え、心身の健康バランスを

考えて欲しいと思います。中学校３年間の身体的・精神的成長は驚くほど大きいです。

交通安全優良学校表彰
５月２４日、南相馬警察署長及び南相馬地区交通安

全協会より本校が「交通安全優良学校」に選ばれ、

表彰をいただきました。本校では長年にわたり、生

徒や保護者、教職員並びに地域の方々とともに交通

事故防止を図るための活動を行ってきました。昨今、

石神地区内の交通量は増えるばかりで交通事故のリ

スクもかなり高い状況にあります。今回の表彰を一

つの契機と捉え、より一層の交通事故防止に努めて

いきたいと考えます。

～ねがい③～ ＜記憶と動機を考える＞
誰かの車に乗せてもらってドライブした経験のある人は直ぐ分かると思いますが、バスや電車

の時と違って、乗せてもらった場合、どこをどうドライブしていったか、そのルートをほとんど

覚えていないのが普通です。なぜなら、そういう場合ルートを記憶するという目的がないか、あ

ってもごく弱いものだからです。だから、どこをどう走っているか、注意もほとんど払わないし、

景色や川の名前は覚えても、ドライブ中の重要な目印、どこの角を曲がったとか、何本目の道を

南に入ったか、ということには注意が向かないのです。しかし、運転手はきっとルートを記憶し

ています。記憶することに強い目的を持っているからです。記憶には、記憶することについての

動機が重要な役割を果たすのです。十分に強い動機ないし目的がなければ、あることを記憶しよ

うとしても、とても記憶はできないのです。

学校で習ったことをすぐ忘れてしまうのは、実は気持ちの中に試験にパスするためだけ習うと

いう意図があり、試験という動機だけだからです。試験が終わるとたいていの人が、その事実を

すぐ忘れてしまうのは、知識をたくわえておこうという目的を欠いているからです。ある特定の

ことがらを記憶するためには、「どうして記憶しなければならないのか」をよく理解する必要があ

るということだと思います。



本校を支える二人の用務員さん
一つの学校を運営していくには多くの教職員の力と連携により成り立っております。その中で

用務員さんの仕事も欠かすことのできない学校運営業務の一つです。あまり表面に出ることが少

なく、仕事の内容も知られていませんが、子どもたちはその活躍を知っています。本校には二人

の用務員さんが曜日別に勤務しています。豊田正夫さんと表 信義さんです。用務員さんは生徒の

登校や教職員の出勤のための準備から始まり、校舎内・外の施設設備管理や営繕業務、委員会へ

の文書授受など多岐にわたる業務をこなしております。私達が安全に校地内で教育活動ができる

のも用務員さんらのおかげです。豊田さんと表さんは今日も意欲的に取り組んでいます。

豊田正夫さん 表 信義さん

子どもたちに伝えたい名言とことわざ②
子どもたちが考え、生活に生かす名言やことわざを紹介していきたいと思います。ご家庭でも話

題にしていただければと思います。

～苦あれば 楽あり～
苦しいことがあれば、あとで楽しいことがある。また、この反対で楽しいことが続くとあとで

苦労がまっているという意味です。「人生らくありゃ苦もあるさ～♪」というテレビの「水戸黄

門」の有名な歌詞は誰でも知っていることでしょう。人生は良いことばかりでもないし、悪いこ

とばかりでもありません。

※ 同じような意味を持つことわざに「楽は苦の種、苦は楽の種」ということわざもあります。

石神地区お花見会
ボランティア活動に参加して
５月２６日（日）石神生涯学習センターを会場に

石神地区福祉委員会お花見会が行われ、本校の生徒

１０名がボランティア活動に参加しました。南相馬

警察署員による防犯講話や寸劇、歌や輪投げ、スロ

ットボールなどのゲームを楽しみました。本校生徒

らは各ゲームの準備や片付け、昼食のお茶出しなど

地域のご老人方と共に時間を共有するなどし、ボラ

ンティアの大切さとかかわる想いを学びました。

中体連大会のお願い ６月５日、６日、１１日に相馬地区各会場で福島県中体連相

双地区予選会が行われます。生徒らの活躍を期待すると共に保護者、参観者の皆様の応援マナー、

交通事故、無許可での動画のネット公開など、十分ご注意頂けますようお願いいたします。


